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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートライン及び複数のデータラインが形成された液晶表示パネルと、
　前記複数のゲートラインにゲートパルスを供給するゲート駆動手段と、
　前記複数のデータラインに正極性階調電圧及び負極性階調電圧を供給するデータ駆動手
段と、
　前記ゲートパルスの供給時点に応じて、前記液晶表示パネルに供給される共通電圧レベ
ルを制御する制御手段と、
　前記制御手段の制御により、前記正極性階調電圧及び負極性階調電圧の区分の基準とな
る第１及び第２共通電圧を交番的に前記液晶表示パネルに供給する共通電圧供給手段と
　を備え、
　前記共通電圧供給手段は、
　　高電位電源電圧の印加を受け、前記第１共通電圧を発生する第１共通電圧発生部と、
　　前記高電位電源電圧の印加を受け、前記第２共通電圧を発生する第２共通電圧発生部
と、
　　前記制御手段によりスイッチング方向が制御され、前記第１共通電圧及び前記第２共
通電圧を前記液晶表示パネルにスイッチングして供給するスイッチとを有し、
　前記制御手段は、前記正極性階調電圧または前記負極性階調電圧が供給されている状態
で、それぞれ前記第１及び第２共通電圧を交番的に供給するように前記共通電圧供給手段
を制御し、前記ゲートパルスの立下がりエッジ時点から前記正極性階調電圧の供給区間ま
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たは前記負極性階調電圧の供給区間より小さい時間範囲内で前記第２共通電圧レベルをそ
れぞれ前記液晶表示パネルに供給するように前記共通電圧供給手段を制御し、
　前記第１共通電圧のレベルは、前記第２共通電圧のレベルより高い
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶表示パネルに形成された複数のゲートラインにゲートパルスを供給する第１ステッ
プと、
　前記液晶表示パネルに形成された複数のデータラインに正極性階調電圧及び負極性階調
電圧を供給する第２ステップと、
　前記ゲートパルスの供給時点に応じて、前記正極性階調電圧及び負極性階調電圧の区分
の基準となる第１及び第２共通電圧を交番的に前記液晶表示パネルに供給する第３ステッ
プと
　を含み、
　前記第３ステップにおいて、前記正極性階調電圧または前記負極性階調電圧が供給され
ている状態で、前記ゲートパルスの立上がりエッジと立下がりエッジの供給時点を計時し
、
　前記正極性階調電圧が供給されている状態で、前記ゲートパルスの立下がりエッジの供
給時点で、前記第１共通電圧の供給を一時中断し、前記ゲートパルスの立下がりエッジの
時点から、前記正極性階調電圧の供給区間より小さい時間範囲内で前記第２共通電圧レベ
ルを前記液晶表示パネルに供給し、前記負極性階調電圧が供給されている状態で、前記ゲ
ートパルスの立下がりエッジの供給時点で、前記第１共通電圧の供給を一時中断し、前記
ゲートパルスの立下がりエッジの時点から、前記負極性階調電圧の供給区間より小さい時
間範囲内で前記第２共通電圧レベルを前記液晶表示パネルに供給し、
　前記第１共通電圧のレベルは、前記第２共通電圧のレベルより高く設定される
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記正極性階調電圧が供給されている状態で、前記第２共通電圧の供給時間が経過する
と、供給が一時中断された前記第１共通電圧を、前記液晶表示パネルに再び供給する
　ことを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記負極性階調電圧が供給されている状態で、前記第２共通電圧の供給時間が経過する
と、供給が一時中断された前記第１共通電圧を、前記液晶表示パネルに再び供給する
　ことを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、液晶表示パネルに供給される正極性階調電圧と
負極性階調電圧が降下する時点で、共通電圧のレベルを自動的に調節することができる液
晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、ビデオ信号に応じて液晶セルの光透過率を調節して画像を表示する。
液晶セル毎にスイッチング素子が形成されたアクティブマトリクス（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａ
ｔｒｉｘ）タイプの液晶表示装置は、スイッチング素子の能動的な制御ができるため、動
画の再現に有利である。このようなアクティブマトリクスタイプの液晶表示装置に使用さ
れるスイッチング素子としては、図１に示すように、主に、薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ
　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＴＦＴ）が用いられている。
【０００３】
　図１に示すように、アクティブマトリクスタイプの液晶表示装置は、ディジタル入力デ
ータをガンマ基準電圧を基準として、アナログデータ電圧に変換してデータラインＤＬに
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供給すると共に、スキャンパルスをゲートラインＧＬに供給して液晶セルＣｌｃを充電す
る。
【０００４】
　ＴＦＴのゲート電極はゲートラインＧＬに接続され、ソース電極はデータラインＤＬに
接続され、そして、ＴＦＴのドレイン電極は液晶セルＣｌｃの画素電極とストレージキャ
パシタＣｓｔの一方の電極に接続される。
【０００５】
　液晶セルＣｌｃの共通電極には、共通電圧Ｖｃｏｍが供給される。
【０００６】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、ＴＦＴがターンオンされる際、データラインＤＬから
印加されるデータ電圧を充電して、液晶セルＣｌｃの電圧を一定に維持する役割を果たす
。
【０００７】
　スキャンパルスがゲートラインＧＬに印加されると、ＴＦＴはターンオン（Ｔｕｒｎ　
Ｏｎ）され、ソース電極とドレイン電極の間にチャネルを形成し、データラインＤＬ上の
電圧を液晶セルＣｌｃの画素電極に供給する。この際、液晶セルＣｌｃの液晶分子は、画
素電極と共通電極の間の電界によって配列が変わることにより、入射光を変調する。
【０００８】
　このような構造を有するピクセルを備える従来の液晶表示装置の構成について図２を参
照しながら説明する。
【０００９】
　図２は、一般的な液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【００１０】
　図２に示すように、一般的な液晶表示装置１００は、データラインＤＬ１～ＤＬｍとゲ
ートラインＧＬ１～ＧＬｎが交差し、その交差部に液晶セルＣｌｃを駆動するための薄膜
トランジスタが形成された液晶表示パネル１１０と、液晶表示パネル１１０のデータライ
ンＤＬ１～ＤＬｍにデータを供給するためのデータ駆動部１２０と、液晶表示パネル１１
０のゲートラインＧＬ１～ＧＬｎにスキャンパルスを供給するためのゲート駆動部１３０
と、ガンマ基準電圧を発生してデータ駆動部１２０に供給するためのガンマ基準電圧発生
部１４０と、液晶表示パネル１１０に光を照射するためのバックライトアセンブリ１５０
と、バックライトアセンブリ１５０に交流電圧及び電流を印加するためのインバータ１６
０と、共通電圧Ｖｃｏｍを発生して液晶表示パネル１１０の液晶セルＣｌｃの共通電極に
供給するための共通電圧発生部１７０と、ゲートハイ電圧ＶＧＨとゲートロー電圧ＶＧＬ
を発生してゲート駆動部１３０に供給するためのゲート駆動電圧発生部１８０と、データ
駆動部１２０及びゲート駆動部１３０を制御するためのタイミングコントローラ１９０と
が設けられている。
【００１１】
　液晶表示パネル１１０は、２枚のガラス基板の間に液晶が注入されている。液晶表示パ
ネル１１０の下部ガラス基板上には、データラインＤＬ１～ＤＬｍとゲートラインＧＬ１
～ＧＬｎが互いに直角に交差する。データラインＤＬ１～ＤＬｍとゲートラインＧＬ１～
ＧＬｎの交差部にはＴＦＴが形成される。ＴＦＴは、スキャンパルスに応じて、データラ
インＤＬ１～ＤＬｍ上のデータを液晶セルＣｌｃに供給する。ＴＦＴのゲート電極はゲー
トラインＧＬ１～ＧＬｎに接続され、ＴＦＴのソース電極はデータラインＤＬ１～ＤＬｍ
に接続される。そして、ＴＦＴのドレイン電極は、液晶セルＣｌｃの画素電極とストレー
ジキャパシタＣｓｔに接続される。
【００１２】
　ＴＦＴは、ゲートラインＧＬ１～ＧＬｎを経由してゲート端子に供給されるスキャンパ
ルスに応じてターンオンされる。ＴＦＴのターンオンの際、データラインＤＬ１～ＤＬｍ
上のビデオデータは液晶セルＣｌｃの画素電極に供給される。
【００１３】
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　データ駆動部１２０は、タイミングコントローラ１９０から供給されるデータ駆動制御
信号ＤＤＣに応じてデータをデータラインＤＬ１～ＤＬｍに供給する。そして、タイミン
グコントローラ１９０から供給されるディジタルビデオデータＲＧＢをサンプリングして
ラッチした後、ガンマ基準電圧発生部１４０から供給されるガンマ基準電圧を基準として
、液晶表示パネル１１０の液晶セルＣｌｃで階調を表現することができるアナログデータ
電圧に変換してデータラインＤＬ１～ＤＬｍに供給する。
【００１４】
　ゲート駆動部１３０は、タイミングコントローラ１９０から供給されるゲート駆動制御
信号ＧＤＣと、ゲートシフトクロックＧＳＣに応じてスキャンパルス、即ち、ゲートパル
スを順次発生し、ゲートラインＧＬ１～ＧＬｎに供給する。この際、ゲート駆動部１３０
は、ゲート駆動電圧発生部１８０から供給されるゲートハイ電圧ＶＧＨとゲートロー電圧
ＶＧＬにより、それぞれスキャンパルスのハイレベル電圧とローレベル電圧を決定する。
【００１５】
　ガンマ基準電圧発生部１４０は、高電位電源電圧ＶＤＤの供給を受け、正極性ガンマ基
準電圧と負極性ガンマ基準電圧を発生してデータ駆動部１２０に出力する。
【００１６】
　バックライトアセンブリ１５０は、液晶表示パネル１１０の後面に配置され、インバー
タ１６０から供給される交流電圧と電流により発光し、光を液晶表示パネル１１０の各ピ
クセルに照射する。
【００１７】
　インバータ１６０は、内部で発生された方形波信号を三角波信号に変換した後、三角波
信号とシステムから供給される直流電源電圧ＶＣＣとを比較し、比較結果に比例するバー
スト調光（ｂｕｒｓｔ　ｄｉｍｍｉｎｇ）信号を発生する。このように、内部の三角波信
号により決定されるバースト調光信号が発生されると、インバータ１６０内で交流電圧と
電流の発生を制御する駆動ＩＣ（図示せず）は、バースト調光信号に応じてバックライト
アセンブリ１５０に供給される交流電圧と電流の発生を制御する。
【００１８】
　共通電圧発生部１７０は、高電位電源電圧ＶＤＤの供給を受け、共通電圧Ｖｃｏｍを発
生して、液晶表示パネル１１０の各ピクセルに設けられた液晶セルＣｌｃの共通電極に供
給する。
【００１９】
　ゲート駆動電圧発生部１８０は、高電位電源電圧ＶＤＤの印加を受け、ゲートハイ電圧
ＶＧＨとゲートロー電圧ＶＧＬを発生させてゲート駆動部１３０に供給する。ここで、ゲ
ート駆動電圧発生部１８０は、液晶表示パネル１１０の各ピクセルに設けられたＴＦＴの
臨界電圧以上のゲートハイ電圧ＶＧＨを発生し、ＴＦＴの臨界電圧未満のゲートロー電圧
ＶＧＬを発生する。このように発生されたゲートハイ電圧ＶＧＨとゲートロー電圧ＶＧＬ
は、ゲート駆動部１３０により発生されるスキャンパルスのハイレベル電圧とローレベル
電圧を決定することにそれぞれ用いられる。
【００２０】
　タイミングコントローラ１９０は、ディジタルビデオカード（図示せず）から供給され
るディジタルビデオデータＲＧＢをデータ駆動部１２０に供給し、同時に、クロック信号
ＣＬＫに応じて、水平／垂直同期信号Ｈ、Ｖを用いて、データ駆動制御信号ＤＤＣとゲー
ト駆動制御信号ＧＤＣを発生して、それぞれデータ駆動部１２０とゲート駆動部１３０に
供給する。ここで、データ駆動制御信号ＤＤＣは、ソースシフトクロックＳＳＣ、ソース
スタートパルスＳＳＰ、極性制御信号ＰＯＬ及びソース出力イネーブル信号ＳＯＥ等を含
み、ゲート駆動制御信号ＧＤＣはゲートスタートパルスＧＳＰ及びゲート出力イネーブル
ＧＯＥ等を含む。
【００２１】
　上記の液晶表示装置の動作を、図３に示す信号波形を参照して説明する。
【００２２】
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　まず、ゲート駆動部１３０がゲートパルスＡ１をゲートラインＧＬ１～ＧＬｎに供給し
て各ピクセルの薄膜トランジスタを駆動させると、データ駆動部１２０は、タイミングコ
ントローラ１９０から入力されるディジタルデータをアナログデータＡ２に変換して、複
数のデータラインＤＬ１～ＤＬｍに供給する。この際、アナログデータＡ２は、図３に示
すように、共通電圧Ｖｃｏｍを基準として、正極性（＋）区間と負極性（－）区間が対称
的になるように二分される方形波状に供給されるが、実際には、周辺環境及び内部の抵抗
成分等により正極性階調電圧Ａ３と負極性階調電圧Ａ４が変形され、方形波状に供給され
ずに、電圧降下（ドロップ：ｄｒｏｐ）が発生する。
【００２３】
　このように、階調電圧が降下する現象では、図３に示すように、正極性階調電圧と負極
性階調電圧の両方が降下し、正極性階調電圧の降下電圧ΔＶｐ＿Ｐと負極性階調電圧の降
下電圧ΔＶｐ＿Ｎの大きさが同一である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２４】
　上述したように、正極性階調電圧と負極性階調電圧が降下しても共通電圧Ｖｃｏｍが常
に一定に供給されているため、正極性階調電圧による液晶セルの充電量が降下電圧ΔＶｐ
＿Ｐの大きさだけ減少する反面、負極性階調電圧による液晶セルの充電量は降下電圧ΔＶ
ｐ＿Ｎの大きさだけ増加する。その結果、正極性階調電圧による充電量と負極性階調電圧
による充電量が不均一になることにより、画面上にフリッカが発生するという問題点があ
った。
【００２５】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、その目的は、液晶表示
パネルに供給される正極性階調電圧と負極性階調電圧が降下する時点で、共通電圧のレベ
ルを自動的に調節することができる液晶表示装置及びその駆動方法を得るものである。
【００２６】
　本発明の目的は、液晶表示パネルに供給される正極性階調電圧と負極性階調電圧が降下
する時点で、共通電圧のレベルを自動的に調節することにより、正極性階調電圧と負極性
階調電圧による充電量を補償することができる液晶表示装置及びその駆動方法を得るもの
である。
【００２７】
　本発明の目的は、液晶表示パネルに供給される正極性階調電圧と負極性階調電圧による
充電量を補償することにより、画面上にフリッカが発生することを防ぐことができる液晶
表示装置及びその駆動方法を得るものである。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　本発明に係る液晶表示装置は、複数のゲートライン及び複数のデータラインが形成され
た液晶表示パネルと、前記複数のゲートラインにゲートパルスを供給するゲート駆動手段
と、前記複数のデータラインに正極性階調電圧及び負極性階調電圧を供給するデータ駆動
手段と、前記ゲートパルスの供給時点に応じて、前記液晶表示パネルに供給される共通電
圧レベルを制御する制御手段と、前記制御手段の制御により、前記正極性階調電圧及び負
極性階調電圧の区分の基準となる第１及び第２共通電圧を交番的に前記液晶表示パネルに
供給する共通電圧供給手段とを備え、前記共通電圧供給手段は、高電位電源電圧の印加を
受け、前記第１共通電圧を発生する第１共通電圧発生部と、前記高電位電源電圧の印加を
受け、前記第２共通電圧を発生する第２共通電圧発生部と、前記制御手段によりスイッチ
ング方向が制御され、前記第１共通電圧及び前記第２共通電圧を前記液晶表示パネルにス
イッチングして供給するスイッチとを有し、前記制御手段は、前記正極性階調電圧または
前記負極性階調電圧が供給されている状態で、それぞれ前記第１及び第２共通電圧を交番
的に供給するように前記共通電圧供給手段を制御し、前記ゲートパルスの立下がりエッジ
時点から前記正極性階調電圧の供給区間または前記負極性階調電圧の供給区間より小さい
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時間範囲内で前記第２共通電圧レベルをそれぞれ前記液晶表示パネルに供給するように前
記共通電圧供給手段を制御し、前記第１共通電圧のレベルは、前記第２共通電圧のレベル
より高いことを特徴とする。
　また、本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、液晶表示パネルに形成された複数のゲ
ートラインにゲートパルスを供給する第１ステップと、前記液晶表示パネルに形成された
複数のデータラインに正極性階調電圧及び負極性階調電圧を供給する第２ステップと、前
記ゲートパルスの供給時点に応じて、前記正極性階調電圧及び負極性階調電圧の区分の基
準となる第１及び第２共通電圧を交番的に前記液晶表示パネルに供給する第３ステップと
を含み、前記第３ステップにおいて、前記正極性階調電圧または前記負極性階調電圧が供
給されている状態で、前記ゲートパルスの立上がりエッジと立下がりエッジの供給時点を
計時し、前記正極性階調電圧が供給されている状態で、前記ゲートパルスの立下がりエッ
ジの供給時点で、前記第１共通電圧の供給を一時中断し、前記ゲートパルスの立下がりエ
ッジの時点から、前記正極性階調電圧の供給区間より小さい時間範囲内で前記第２共通電
圧レベルを前記液晶表示パネルに供給し、前記負極性階調電圧が供給されている状態で、
前記ゲートパルスの立下がりエッジの供給時点で、前記第１共通電圧の供給を一時中断し
、前記ゲートパルスの立下がりエッジの時点から、前記負極性階調電圧の供給区間より小
さい時間範囲内で前記第２共通電圧レベルを前記液晶表示パネルに供給し、前記第１共通
電圧のレベルは、前記第２共通電圧のレベルより高く設定されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明に係る液晶表示装置及びその駆動方法は、液晶表示パネルに供給される正極性階
調電圧が降下する時点で、一定時間の間、共通電圧のレベルを減少させ、負極性階調電圧
が降下する時点で、一定時間の間、共通電圧のレベルを減少させることにより、正極性階
調電圧と負極性階調電圧による充電量を補償し、これによって、画面上にフリッカが発生
することを防ぐことができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、添付された図面を参照して、本発明を実施するための最良の形態を詳細に説明す
る。
【００３１】
　図４は、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【００３２】
　図４において、本実施の形態に係る液晶表示装置２００は、図２と同様に、液晶表示パ
ネル１１０と、データ駆動部（データ駆動手段）１２０と、ゲート駆動部（ゲート駆動手
段）１３０と、ガンマ基準電圧発生部１４０と、バックライトアセンブリ１５０と、イン
バータ１６０と、ゲート駆動電圧発生部１８０とが設けられている。また、ゲートライン
ＧＬ１～ＧＬｎに供給されるゲートパルスの供給時点に応じて液晶表示パネル１１０に供
給される共通電圧のレベルを制御するためのタイミングコントローラ（制御手段）２１０
と、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１を発生するための第１共通電圧発生部２２０と、第２共通電
圧Ｖｃｏｍ２を発生するための第２共通電圧発生部２３０と、タイミングコントローラ２
１０の制御により第１共通電圧Ｖｃｏｍ１と第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を選択的にスイッチ
ングし、液晶表示パネル１１０に供給するスイッチ２４０とがさらに設けられている。
【００３３】
　タイミングコントローラ２１０は、ゲート駆動部１３０のゲートパルスの供給を制御す
ると共に、ゲート駆動部１３０からゲートラインＧＬ１～ＧＬｎに供給されるゲートパル
スの供給時点を計時する。この際、タイミングコントローラ２１０は、ゲートパルスの立
上がりエッジ（ｒｉｓｉｎｇ　ｅｄｇｅ）と立下がりエッジ（ｆａｌｌｉｎｇ　ｅｄｇｅ
）を計時し、共通電圧Ｖｃｏｍを基準として、正極性区間の立下がりエッジと負極性区間
の立下がりエッジを正確に計時する。これによって、タイミングコントローラ２１０は、
正極性区間のゲートパルスの立下がりエッジ時点から、一定時間の間、第２共通電圧Ｖｃ
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ｏｍ２が液晶表示パネル１１０に供給されるように制御し、負極性区間のゲートパルスの
立下がりエッジ時点から、一定時間の間、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２が液晶表示パネル１１
０に供給されるように制御する。
【００３４】
　第１共通電圧発生部２２０は、高電位電源電圧ＶＤＤの印加を受け、第１共通電圧Ｖｃ
ｏｍ１を発生する。
【００３５】
　第２共通電圧発生部２３０は、高電位電源電圧ＶＤＤの印加を受け、第２共通電圧Ｖｃ
ｏｍ２を発生する。
【００３６】
　このような第１及び第２共通電圧発生部２２０、２３０の詳細な回路構成については、
図５Ａ及び図５Ｂを参照しながら説明する。
【００３７】
　スイッチ２４０は、タイミングコントローラ２１０により第１共通電圧発生部２２０の
方向にスイッチングされると、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１が液晶表示パネル１１０に供給さ
れるように動作し、逆に、タイミングコントローラ２１０により第２共通電圧発生部２３
０の方向にスイッチングされると、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２が液晶表示パネル１１０に供
給されるように動作する。
【００３８】
　図５Ａ及び図５Ｂは、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の第１及び第２共通電圧
発生部の構成をそれぞれ示す回路図である。
【００３９】
　図５Ａに示すように、第１共通電圧発生部２２０は、電源電圧ＶＤＤと接地の間に順次
直列接続された抵抗Ｒ１、Ｒ２と可変抵抗ＶＲ１から成る。そして、第１共通電圧Ｖｃｏ
ｍ１は、抵抗Ｒ１とＲ２の間に位置した出力ノードＮ１から発生され、発生される第１共
通電圧Ｖｃｏｍ１の大きさは抵抗Ｒ１、Ｒ２の抵抗値と可変抵抗ＶＲ１の抵抗値により決
定される。
【００４０】
　図５Ｂに示すように、第２共通電圧発生部２３０は、電源電圧ＶＤＤと接地の間に順次
直列接続された抵抗Ｒ３、Ｒ４と可変抵抗ＶＲ２から成る。そして、第２共通電圧Ｖｃｏ
ｍ２は、抵抗Ｒ３とＲ４の間に位置した出力ノードＮ２から発生され、発生される第２共
通電圧Ｖｃｏｍ２の大きさは抵抗Ｒ３、Ｒ４の抵抗値と可変抵抗ＶＲ２の抵抗値により決
定される。
【００４１】
　そして、本実施の形態においては、第１共通電圧発生部２２０から発生される第１共通
電圧Ｖｃｏｍ１のレベルが第２共通電圧発生部２３０から発生される第２共通電圧Ｖｃｏ
ｍ２のレベルより高いように設定している。特に、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１から第２共通
電圧Ｖｃｏｍ２を減算する場合、減算された共通電圧のレベルが、図３における正極性階
調電圧の降下電圧ΔＶｐ＿Ｐと負極性階調電圧の降下電圧ΔＶｐ＿Ｎのレベルと同一にな
るように、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１及び第２共通電圧Ｖｃｏｍ２が設定されている。実質
的に、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１のレベルは、図３における共通電圧Ｖｃｏｍのレベルと同
一に設定される。
【００４２】
　従って、本実施の形態において供給される階調電圧の正極性区間と負極性区間は、実質
的に、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１を基準として区分され、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２が液晶表
示パネル１１０に供給されるときは、階調電圧の正極性区間と負極性区間が、一定時間の
間、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を基準として区分される。
【００４３】
　図６は、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートであ
る。
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【００４４】
　図６において、Ａ１はゲートラインＧＬ１～ＧＬｎに供給されるゲートパルスであり、
Ａ２は複数のデータラインＤＬ１～ＤＬｍに供給されるアナログデータの理想的な波形を
示すものであり、Ａ３は実際に各ピクセルに供給される正極性階調電圧であり、Ａ４は実
際に各ピクセルに供給される負極性階調電圧である。
【００４５】
　図６に示すような波形の信号を供給する本実施の形態の液晶表示装置が共通電圧レベル
を自動的に調節する過程を、図７に示すフローチャートを参照しながら説明する。
【００４６】
　図７に示すように、まず、ゲート駆動部１３０がタイミングコントローラ２１０から供
給されるゲート駆動制御信号ＧＤＣに応じて、ゲートパルスＡ１をゲートラインＧＬ１～
ＧＬｎに供給する（ステップＳ７０１）。また、データ駆動部１２０は、タイミングコン
トローラ２１０から供給されるディジタルデータＲＧＢをアナログデータＡ２に変換して
データラインＤＬ１～ＤＬｍに供給するが、実際には、液晶表示パネル１１０に形成され
た各ピクセルの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）には、正極性階調電圧Ａ３と負極性階調電圧
Ａ４が供給される（ステップＳ７０２）。
【００４７】
　この際、スイッチ２４０は、タイミングコントローラ２１０により第１共通電圧発生部
２２０の方向にスイッチングされ、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１が液晶表示パネル１１０の各
ピクセルに供給されるように動作する（ステップＳ７０３）。第１共通電圧Ｖｃｏｍ１が
供給されている状態で、タイミングコントローラ２１０は、ゲート駆動部１３０からゲー
トラインＧＬ１～ＧＬｎに供給されるゲートパルスの供給時点を計時し（ステップＳ７０
４）、正極性区間と負極性区間でゲートパルスの立下がりエッジが供給されているかを判
断する（ステップＳ７０５）。この過程で、タイミングコントローラ２１０は、第１共通
電圧Ｖｃｏｍ１を基準として、正極性区間の立下がりエッジと負極性区間の立下がりエッ
ジを正確に計時して判断する。
【００４８】
　判断の結果、正極性区間でゲートパルスの立下がりエッジが供給されている場合、即ち
、正極性階調電圧Ａ３が降下電圧ΔＶｐ＿Ｐだけ降下されている場合には、タイミングコ
ントローラ２１０は、正極性区間のゲートパルスの立下がりエッジ時点から、一定時間Ｔ
１の間、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２が液晶表示パネル１１０に供給されるように、スイッチ
２４０を第２共通電圧発生部２３０の方向にスイッチングする（ステップＳ７０６）。こ
の時、タイミングコントローラ２１０は、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２の供給時間を計時して
一定時間Ｔ１が経過すると、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１が液晶表示パネル１１０に供給され
るようにスイッチ２４０を第１共通電圧発生部２２０の方向に再びスイッチングする（ス
テップＳ７０７）。
【００４９】
　本実施の形態は、正極性階調電圧Ａ３の降下時点から、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１より低
いレベルの第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を一定時間Ｔ１の間供給し、降下電圧ΔＶｐ＿Ｐのレ
ベルだけ共通電圧のレベルを減少させることにより、降下電圧ΔＶｐ＿Ｐにより減少した
液晶セルの充電量を補償する。
【００５０】
　判断の結果、負極性区間でゲートパルスの立下がりエッジが供給されている場合、即ち
、負極性階調電圧Ａ４が降下電圧ΔＶｐ＿Ｎだけ降下されている場合には、タイミングコ
ントローラ２１０は、負極性区間のゲートパルスの立下がりエッジ時点から、一定時間Ｔ
２の間、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２が液晶表示パネル１１０に供給されるように、スイッチ
２４０を第２共通電圧発生部２３０の方向にスイッチングする（ステップＳ７０８）。こ
の時、タイミングコントローラ２１０は、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２の供給時間を計時して
一定時間Ｔ２が経過すると、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１が液晶表示パネル１１０に供給され
るようにスイッチ２４０を第１共通電圧発生部２２０の方向に再びスイッチングする（ス



(9) JP 4590390 B2 2010.12.1

10

20

30

テップＳ７０９）。ここで、負極性区間の第２共通電圧Ｖｃｏｍ２の供給時間Ｔ２は、正
極性区間の第２共通電圧Ｖｃｏｍ２の供給時間Ｔ１と同一である。
【００５１】
　本実施の形態は、負極性階調電圧Ａ４の降下時点から、第１共通電圧Ｖｃｏｍ１より低
いレベルの第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を一定時間Ｔ２の間供給し、降下電圧ΔＶｐ＿Ｎのレ
ベルだけ共通電圧のレベルを減少させることにより、降下電圧ΔＶｐ＿Ｎにより増加した
液晶セルの充電量を補償し、正極性階調電圧による充電量と負極性階調電圧による充電量
が同一になるように補償する。このように、本実施の形態は、正極性区間と負極性区間で
の充電量を同一にすることにより、画面上にフリッカが発生することを防ぐものである。
【００５２】
　以上説明した通り、本実施の形態は、液晶表示パネル１１０に供給される正極性階調電
圧Ａ３が降下する時点から、一定時間Ｔ１の間、共通電圧のレベルを減少させ、また、負
極性階調電圧Ａ４が降下する時点から、一定時間Ｔ２の間、共通電圧のレベルを減少させ
ることにより、正極性階調電圧と負極性階調電圧による充電量を補償し、これによって、
画面上にフリッカが発生することを防ぐものである。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】一般的な液晶表示装置のピクセルの等価回路を示す図である。
【図２】一般的な液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図３】一般的な液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図４】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
【図５Ａ】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の第１共通電圧発生部の構成を示す回
路図である。
【図５Ｂ】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の第２共通電圧発生部の構成を示す回
路図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである
。
【図７】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の駆動方法を示すフローチャートである
。
【符号の説明】
【００５４】
　１１０　液晶表示パネル、１２０　データ駆動部、１３０　ゲート駆動部、１４０　ガ
ンマ基準電圧発生部、１５０　バックライトアセンブリ、１６０　インバータ、１８０　
ゲート駆動電圧発生部、２１０　タイミングコントローラ、２２０　第１共通電圧発生部
、２３０　第２共通電圧発生部、２４０　スイッチ。
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